
学校番号 3027 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史 B 
単位

数 
４単位 年次 ３年次 

使用教科書 詳説世界史 改訂版 

副教材等 グローバルワイド 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

世界史を俯瞰する科目です。時代や地域を整理しながら、各時代・各地域の歴史的なつなが

りを考察していくことが大切です。歴史は多面的なアプローチをもって、総合的・複合的に学

習することで大きな力となります。教科書・資料集を中心にノートを整理し、情報を加えてい

くように学習するとよいでしょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 現在の世界のニュースや時折触れる歴史から前後の歴史や地域のつながりを考察できるよう

になることがこの科目の目標です。単に覚えていればよいというものではなく、その知識をいか

にすれば活かすことができるのかを探究することが求められます。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象

に対する関心と課題

意識を高め、意欲的

に追求するととも

に、国際社会に主体

的に生き国家・社会

を形成する日本国民

としての責任を果た

そうとする。 

歴史的・地理的事象

から課題を見いだ

し、我が国及び世界

の形成の歴史的過程

と生活・文化の地域

的特色を世界的視野

に立って多面的・多

角的に考察し、国際

社会の変化を踏まえ

公正に判断して、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

歴史的・地理的事象

に関する諸資料を収

集し、有用な情報を

適切に選択して、効

果的に活用してい

る。 

我が国及び世界の

形成の歴史的過程

と生活・文化の地域

的特色についての

基本的な事柄を理

解し、その知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

授業への取り組み具

合、定期考査に向け

ての取り組み具合、

提出物の内容と期限

の厳守、ディスカッ

ションの発言がいか

にまとを得ているか

で評価する。 

 レポートは考え方

が首尾一貫としたも

のになっているか、

授業中の設問に対し

て歴史的思考を培っ

たものになっている

かなどで評価する。 

 選択した資料が適

正であるか、資料の

読み取りを正しく行

うことができている

かを評価する。 

わかりやすく発

言・プレゼンテーシ

ョンができているか

で判断する。 

 定期考査、レポー

トの内容、ノートな

どの提出物の内容、

授業中の発言やプ

レゼンテーション

の出来具合などで

総合的に判断する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期
中
間 

第Ⅰ

部 

・オリエントと地中海世界 

・アジア・アメリカの古代文明 

・内陸アジア世界、東アジア

世界の形成 

 

 

〇    a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

一
学
期
期
末 

第Ⅱ

部 

・イスラーム世界の形成と発展 

・ヨーロッパ世界の形成と発展 

・内陸アジア世界、東アジア

世界の展開 

 

 

 〇   a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

二
学
期
中
間 

第Ⅲ

部 

・アジア諸地域の繁栄 

・近世ヨーロッパ世界の形成 

・近世ヨーロッパ世界の展開 

 

 

  〇  a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

二
学
期
期
末 

第Ⅲ

部 

・近世ヨーロッパ・アメリカ世界

の成立 

・欧米における近代国民国家

の発展 

・アジア諸地域の動揺 

 

   〇 a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

三
学
期 

第Ⅳ

部 

・帝国主義とアジアの民族運

動 

・二つの世界大戦 

・冷戦と第三世界の独立 

・現在の世界 

 

 

  〇  a:授業への取り組みの姿勢 

b:提出物の内容 

c:プレゼンテーション能力 

d:知識の定着 

内容・表現で

評価 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


